
環境負荷低減・資源循環型農業への転換・推進

「ぐんまナチュラルマルシェ in イオンモール高崎」の開催
令和７年11月
西部農業事務所

１ 目的
有機農業をはじめとする環境に配慮した農業について、消費者の皆

さまに理解を深めていただくことを目的に、西部農業事務所管内の７
市町村（高崎市、藤岡市、富岡市、安中市、下仁田町、南牧村、甘楽
町）で生産された、有機農産物や加工品等の販売会を開催しました。

２ 取組内容
（1）開催日時、場所

令和7年10月18日（土）、19日（日）10：00-17：00
イオンモール高崎1階サウスコート（高崎市棟高町1400）

（2）内容
①農産物等の販売会
・有機JAS認証の認定を受けた生産者等（含、農林大学校）が、
環境に配慮した農法で生産した農産物や加工品を販売

②抽選会
・会場で農産物等をお買い上げの上、アンケートに協力いただ
いた方を対象に実施

・参加者には、ぐんまちゃんグッズ等を進呈
※本イベントは、イオンモール高崎で開催された「第3回ぐんま
野菜ぃ～ね！フェス！」の一環として開催しました。

３ 課題と今後の方向
アンケート結果からは、多くの来場者が環境に配慮した農業に関心

を持ち(140人/269人：89%）、今回のマルシェは環境に配慮して栽培
された農産物への理解促進に役立つ(248人/269人：92％）と評価。
一方で、「価格が高い」「購入場所が限られる」「違いが分かりに

くい」等の課題も把握できたことから（右図参照）、販売・情報発
信機会の充実に向けた方策を検討し、消費の拡大を図っていきます。
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アンケート
Q「購入しない理由は何ですか」

・この質問への回答数＝96
／複数回答あり

・ｱﾝｹｰﾄの全回答者数＝269

販売会・パネル展示・抽選会の様子


